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研究成果の概要：解剖学的検索と臨床例の積み重ねから，我々が開発してきた頭蓋底

腫瘍に対する新しい術式である片側および両側Faicial dismasking法，さらにNasal
 downward swing法の術野展開の限界について明らかにし明確な手術適応を決定

することができるようになった．一方，副咽頭間隙の解剖学的研究と副咽頭間隙腫瘍

と咀嚼筋や内頸動脈の位置関係に関する画像所見の集積により，副咽頭間隙に発生し

た腫瘍の起源を推測することができ，さらに進展様式を予測できるようになった．こ

れらの成果は，副咽頭間隙腫瘍の手術適応，術式の選択に有用な指針を与えるものと

考える．  
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１．研究開始当初の背景 

 頭蓋底は複雑な顔面骨に囲まれ，重要な血

管，神経および器官が密集しており，これま

で十分な臨床解剖学的知識の得られなかっ

た領域である．我々は，これまでこのほとん

ど未知の分野であった頭蓋底領域の外科の

確立・体系化をめざし，一連の研究を行って

きた．すなわち，頭蓋底の臨床解剖学的検討

を基に，様々な頭蓋底や顔面深部へのアプロ

ーチ法や再建法を開発してきた．しかしこれ

までに他家より報告された数多くのアプロ

ーチ法や再建法を含めて，その適応や限界に

ついてはいまだ明確にされていない．そのた

め，頭蓋底手術を行うにあたり術式の選択に

迷うことが多く，頭蓋底外科が普遍化しない

のが現状である． 

 

２．研究の目的 

 今回の研究の目的は，様々な頭蓋底・顔面

深部へのアプローチ法や再建法について，臨

床解剖学的検討からその適応や限界を明ら

かにして一般の耳鼻咽喉科頭頸部外科医が

理解しやすい選択基準を設け手術の標準化

を図ることである． 

 

３．研究の方法 

1)頭蓋底へのアプローチ法の解剖学的検討 

 我々の開発した術式も含め，これまで報告

されてきた数多くの頭蓋底へのアプローチ

法や再建法を解剖屍体で忠実に再現し，術野

の展開範囲，正常構造の破壊の程度，他の術

式との組合せの工夫などを検討し，さらに新

しいアプローチ法の開発も行っていく．これ

らの解剖の状況は写真およびビデオにて記

録していく． 

2)頭蓋底手術の標準化に関する検討 

 目的の部位，術野の展開範囲に応じた最も

適切なアプローチ法や再建法が選択できる

ように，これまでの手術例の画像所見および

今回得られた解剖学的知見をもとに整理し，

術式の選択基準を検討する．これにより，頭

蓋手手術の標準化が可能になり，どこの施設

でも同じような手術が施行できるようにす

る． 

3)三次元再構築画像による頭蓋底のシミュ

レーション手術の開発 

 画像ソフトを用いて三次元再構築画像上

で，顔面皮膚の切開および骨の離断により展

開できる部位を描出することで，頭蓋底のシ

ミュレーション手術を行えるようにする．こ

れにより，術前にアプローチ法，再建法をあ

らかじめ想定しておくことが出来るように

なる．さらに，手術教育としても用いること

が出来る． 

 

４．研究成果 

1)頭蓋底へのアプローチ法の解剖学的検討 

副咽頭間隙の解剖については Olsenらによ

るものがもっとも詳しい．それによると副咽

頭間隙は三角錐を逆さにした形であり，頭蓋

底が底となり舌骨の大角が頂点となってい

る．それぞれの境界は上前方が翼状突起の内

側板と蝶形骨を結ぶ筋膜，下方は顎二腹筋後

腹と舌骨を結ぶ筋膜である．後方は椎前筋膜，

前方は翼突下顎縫線と内側翼突筋の筋膜と

なる．外側は内側翼突筋と下顎体，内側は口

蓋帆張筋と内側翼突筋の筋膜となる．そして

Olsen は茎状突起から伸びる口蓋帆張筋の筋

膜および茎突筋の筋膜が，茎突前区及び後区

の境界となっていると述べている． 

我々の解剖体を用いた研究では，前区は耳

下腺深葉の一部と脂肪組織を含む間隙であ

ったが，後区は間隙というよりは神経，血管，

筋肉が一塊となったもので構成されていた．



 

 

副咽頭間隙は，純粋に前後に分けられる間隙

ではなく前方の主に脂肪組織を含む空間と，

後方の筋肉，血管などを含む一塊の組織から

構成されていると考えられた． 

2)頭蓋底手術の標準化に関する検討 

 外頭蓋底および顔面深部に位置する後部

篩骨洞・蝶形骨洞・鼻腔後部・上咽頭・側頭

下窩・副咽頭間隙・斜台・上位頸椎などの領

域は複雑な形態を持つ顔面骨に囲まれてお

り，顔面表層の皮膚・粘膜切開に加えて，骨

の離断・展開も必要となる．さらに術後には，

顔面の皮膚切開による瘢痕形成，顔面形態の

変化，顔面神経の損傷，咀嚼筋障害による開

口障害など整容的，機能的な副損傷が問題と

なってくる． 

 これまで，本領域に対しては顔面前方から

あるいは顔面側方からの様々なアプローチ

法が数多く提唱されてきたが，それぞれの長

所や問題点，適応や限界などについての比較

検討が充分になされていない．そのため，本

領域の適切なアプローチ法の選択について

は明確な指針がない．さらに，皮膚・粘膜切

開の術式と骨離断・展開の術式が混在してい

るため，それらの術式の概念に混乱が生じて

いる． 

そこで，顔面深部・頭蓋底に対する様々な

アプローチ法を容易に理解し適切に適用で

きるよう，新しい分類法を提案する．すなわ

ち，これまで報告されてきた代表的な術式と

我々が新たに開発した術式を皮膚・粘膜切開

の術式と骨離断・展開の術式の二つのグルー

プに大別し分類し直した．それぞれのグルー

プの術式を組み合わせることで，様々なアプ

ローチ法が生み出される．その中から，目的

の部位に到達するために充分な術野の展開

ができ，さらに低侵襲で整容的・機能的な副

損傷の少ないアプローチ法を適切に選択し

ていけばよいと考えられる． 

皮膚・粘膜切開法としては，顔面正面の皮

膚切開，冠状切開，Facial dismasking flap，

Midfacial degloving さらに耳前部・耳後部

切開，頸部切開などが挙げられる．整容的な

観点からは，顔面露出部に大きな切開線を入

れない術式が望ましい． 

一方，骨離断・展開法としては眼窩頬骨到

達 法 ， Lateral rhinotomy ， Facial 

translocation ， Partial maxillary swing 

approach，Le Fort I 型骨切り術，Mandibular 

swing approach などが挙げられる．いずれも

離断した骨は血流を保つために皮膚や筋な

どの軟部組織を付けたまま有茎の骨弁とし

て展開した方が骨の生着も良好で形態や機

能の温存には望ましい． 

3)三次元再構築画像による頭蓋底のシミュ

レーション手術の開発 

①術前シミュレーション 

 通常の診察，内視鏡診断や画像での病変の

評価，手術アプローチの選択を行い，そのう

えで実体模型を観察する．前頭蓋窩病変では

内頭蓋底や鼻内から見たから病変の位置など

について容易にかつ実際的に評価することが

可能である．内視鏡を用いての観察も可能で

あり，透過光を観察して，実際の病変が頭蓋

底のどのあたりに存在するかの評価を容易に

行うことが出来る．又，実際の骨切開線を描

画してどの程度の開頭範囲や骨離断，病変摘

出が可能かまたは必要か，その際危険な構造

物との距離の把握など実際的なシミュレーシ

ョンを行う．このシミュレーションは複数の

医者同士で模型を手に取りながら行うほか，



 

 

患者への説明に際しても模型を用いて行う．

 
 ②術中操作 

 嗅神経芽細胞腫などの前頭蓋窩手術ではは

じめに鼻内からの操作を行い，内頭蓋底側か

らでは操作が困難となる鼻中隔，蝶形骨洞な

どの操作を先に行う．この際内視鏡を用いて，

通常の鼻副鼻腔手術の手技・器機を用いて操

作を行うことで安全かつ確実な切除範囲を取

ることができる．鼻内操作終了後，頭部冠状

切開にて術野を展開し，頭蓋骨を露出したの

ち，ナビゲーションシステムにより腫瘍進展

の疑われる前頭洞を避け，かつ前頭骨切除が

過剰にならない範囲，すなわち安全な腫瘍切

除における必要最小限の開頭ラインを設定す

る．この際実体模型を同時に観察し，術前の

シミュレーションとのズレがないかどうかも

確認する．前頭開頭ののち，前頭葉を挙上し

前頭蓋底を見下ろす視野をとる．ついでナビ

ゲーションシステムで腫瘍ならびに重要構造

物（視神経管，頸動脈，トルコ鞍，海綿静脈

洞など）の位置を確認し，腫瘍に切り込まず

に，かつ残すべき重要臓器を避けるように骨

切りラインを設定する．この際実体模型を適

宜観察し，切除範囲の確認を行う．腫瘍摘出

に際しては鼻腔側から内視鏡で観察しつつ，

血液や電気メスから生じた煙の吸引，内頭蓋

底側からの手術機器類が正しい位置に向かっ

ているかなど切除操作の支援を行う．さらに

は鼻内，すなわち外頭蓋底側からの方が操作

が容易な場合は切除や止血も行う．この際，

内頭蓋底側から観察すると内視鏡の光が透見

されるため，オリエンテーションがつけられ

るという利点も有している．操作中にもナビ

ゲーションシステムを適宜使用することによ

り重要臓器を避けつつ，腫瘍のen block切除

を行う．腫瘍摘出後硬膜や頭蓋底再建を行い，

手術を終了する． 
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